
第２回 障害者の安心施策立案検討会 会議録 

 

日時：平成２５年３月１９日(火)１９時～２１時 

会場：宇部市役所２階 第２会議室 

欠席：丸田委員、山根委員、山下委員、石田委員、

佐伯委員、金子委員、草地委員、益原委員 

 

 

１ 第１回検討会について 

第１回検討会において協議された事項について、事務局から報告 

・ 施策の方向性については現在の検討会委員により協議し、その結果に応じて新

たな委員に参加を求める。 

・ 障害者の安心に関わるキーワードとして、「居場所」と｢地域の理解｣が挙げられ

る。各委員はそれぞれの立場からこのキーワードについて具体的な問題を考え、

第２回検討会の場で協議する。 

 

２ 緊急時ショートステイの確保について 

第１回検討会で要望のあった、緊急時ショートステイの確保に必要な予算の見込みに

ついて、資料 1 に基づき事務局から説明 

（１）質問 

・ ｢空床率を含まず｣とあるが、どのような意味か。 

(事務局)確保したベッドに対し利用者が全くいなかった場合を想定している。利用

者があれば、その費用は障害福祉サービスの予算から支払われることになるので、

実際の費用はこれよりも少なくなる。 

 

（２）意見 

・ 緊急用のショートステイが２床というのは、実際に利用する立場から見て十分

に感じるか。 

・ 現在は必要になってから施設を探し始める人がほとんどで、もしものときに備

えて待機登録しておく人が少ない。 

・ 平成２６年度の末までに、福祉サービスの利用者全員に計画相談をつけること

になっている。サービスの調整は相談支援事業所が行うとしても、そもそも施

設の空きがなければ対応が難しい。 

・ 実際には、施設側に空きがあっても障害の種類や行動の特性などが理由で受け

入れてもらえないことがある。 

・ 施設側で受け入れられない理由には、そもそも空きがなく受け入れられない場



合と、本人のことがよく分からないので受け入れをためらう場合がある。緊急

時に備えて普段から施設との関係作りが重要である。 

・ ベッド数だけ確保するのではなく、障害ごとに受け入れ可能なベッドが確保さ

れている必要がある。 

・ 現在用意されているショートステイ用のベッドから緊急用の枠を確保すること

になると、これまで利用してきた人が利用できなくなるおそれがある。 

・ 現在の枠から確保するのではなく、新たに緊急用ベッドを設けることも考える

必要がある。 

・ 「緊急」をどの範囲まで含めるかは今後詳しく検討する。 

  （３）結論 

緊急時に利用可能なショートステイについては、居場所の確保という安心のため

必要性が高い。利用条件や受け入れ側の体制づくりについて今後検討し、具体的な

施策としてまとめていく。 

 

３ 地域の理解について 

  （１）意見 

・ 市が主催して映画を上映する、障害者自身が講師となって障害について伝える

などの機会を設けてほしい。 

・ 障害者とそうでない人たちが一緒に集まれる場がほしい。 

・ 地域の理解のためには、障害者自身が活動する必要がある。本当の理解を深め

るには、長期にわたる活動が必要になるので、資金面で行政がサポートすると

いった制度がほしい。 

・ 障害者団体同士の連携も必要になる。それぞれの団体で活動していても、団体

同士はお互いの活動を知らないことが多い。団体同士がお互いの活動を知る場

がほしい。 

・ 子供たちができるだけ早いうちから障害について知る機会を作ってほしい。そ

のためには、福祉だけでなく教育との連携が必要になる。 

・ 障害者とともに地域で生活することを、特別なことでなく自然なこととして感

じられるようになることが理想である。 

・ 子どもだけでなく大人にも障害のことを知ってもらうため、より多くの人に伝

わるように情報発信をしていく必要がある。 

（２）結論 

障害者への理解を深めるためには、子ども達ができるだけ早いうちから障害につ

いて知ることが重要である。どのように学校教育と連携するか今後も検討が必要で

ある。 

また、大人も含めてより多くの人に障害について知ってもらうため、啓発の方法



について検討する。 

 

４ 検討会の追加メンバーについて 

今回絞り込まれたテーマのうち、「緊急時のショートステイ確保」については障害福

祉課を検討会メンバーとして加えて協議を行い、「障害者理解のための教育と啓発」に

ついては、今後の協議の状況に応じて教育委員会と障害福祉課に参加を求めることと

する。 

 

５ 今後の検討日程について 

具体的な施策案を検討するため、これまで行った２回の協議を含めて全５回から６

回程度の予定で、月１回協議を行う。 

そして、平成２５年度第１回の宇部市地域自立支援協議会において検討会の報告が

できるようにしたい。 

次回第３回検討会はテーマを「緊急時のショートステイ確保」とし、平成２５年４

月１６日(火)、１９時から開催する。 

 

６ 次回準備資料 

・ 緊急時のショートステイ確保について、他の自治体での取り組み状況が知りた

い。 

・ 宇部市内にある短期入所施設のベッド数等を記載した一覧がほしい。 

 

 

 

 

 

 


